
サントリービジネスシステム株式会
社

グループ経理部

2023年8月

サントリーグループの業務変革の取組み
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サントリーグループ経営成績
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主要事業
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増設工事により
秋まで閉館中



●1899年、大阪で創業

●創業者は鳥井信治郎

●当初は、ワインの製造と

　　販売で事業を拡大

鳥井信治郎
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サントリーホールディングス

サントリービジネスシステム

グループ経理部

グループ人事総務業務部

グループ営業業務部

ｺﾗﾎﾞﾚｲﾃｨﾌﾞｾﾝﾀｰ

企画部

経営管理部・財務部

サントリーシステムテクノロジー（IT）

サントリーグループの組織概略

サントリーイノベーションセンター（R&D）

ｻﾝﾄﾘｰ食品ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ

サントリー
ビール
ウイスキー・RTD
ワイン
営業部門

サントリーウエルネス

ダイナック等外食事業

・・・

ハーゲンダッツジャパン

・・・
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サントリーフラワーズ

SCM、宣伝・広報、CSR、技術管理他＋本社機能



グループ
経理部長

食品担当
経理プロセ

ス
担当

酒類担当
ｸﾞﾙｰﾌﾟ税

務
担当

大阪経理
SC

財経セ熊本

グループ経理部　組織概要
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委
託
先

SBU社長
SHD

経営管理部

経理
ﾌﾟﾛｾｽ革

新

管理会計・
制度会計

管理・連結・
原価計算

税務

予算統括

実績集計・分析・報告

大連OC
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受注
出荷

購買 広告
人件
費

設備
会計
伝票

会計システム（自製）

財務
報告

決算
整理

サントリー主要事業の経理業務フロー

出納

経費
精算

管理会計
制度会計
税務申告

残高
管理

自動
手動

上
流

下
流

定型反復 少額
取
引
処
理
の
実
行

資
金
管
理
・
出
納

財
務
諸
表
の
作
成

大連

大阪

熊本



支払業務・モニタリング業務のBPOへの挑戦

　①現場での支払伝票入力工数削減
　②経理部門の伝票精査工数削減→専門分野への集中
　③監査・調査厳格化→全件精査による経理処理精度向上

大連BPO前（～ 2010年）
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入力 承認

伝票

請求
書

伝票

請求
書

現物
送付

＜担当者＞ ＜経理＞

高額取引事後モニタリング

経理確定



オフショア（大連）ＢＰＯ（2011年～）
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経理（大阪

紙を削減したい

タイムラグなくしたい
未着リスクをなくしたい

人件費高騰

ミスを撲滅したい
問合せを減らした

い

定量・定性効果・ルールの見える化など想定していた成果は上げた
が、、、



支払伝票　証憑電子化（2019年～）
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①ペーパレス
②現場工数削減
（過去パターン活用・請求書
情報OCR読取り）

③大連要員削減



利用が進まない

電子請求書 ＯＣＲ

・取引先への展開が困難
・取引先ごとに事前登録
（初期設定）が必要
・紙をスキャンした証憑は対象外

2019年～の状況
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財経部門の「やってみなはれ」

ＡＩ-ＯＣＲを活用した
伝票入力・チェック業務の自動化

2021年1月
ＡＩ-ＯＣＲ「Ｒｅｍｏｔａ」
（ﾌｧｰｽﾄｱｶｳﾝﾃｨﾝｸﾞ社）

導入プロジェクト始動
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部署

ＡＩ-ＯＣＲ導入後　～自動入力～

伝票
反映

上長
承認

■読み取り項目
・請求書発行日・請求書番号・　
請求金額　
→伝票へ反映
・口座番号
→伝票申請データと照合

過去データ利用機能と組み合わせで入力レスを実現

Remota
へ連携

請求書
アップ
ロード

OK！

NG

経理（大連）

確認

精査
AI判定

申請ﾃﾞｰﾀ
照合

支払

伝票申請画面 AI-OCR読取項目

取引年月日 請求書発行日

取引内容 請求書NO

支払金額 請求金額
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利用者の声

請求書の番号は桁数も多くて入力するのが大変
だったけれど、自動で入力されるようになり、
確認するだけでいいので、とても便利になりまし
た！

AI-OCRと過去入力パターンの再利用とを組み合わ
せると、入力する項目が無く、感動しました！思い込
みによる金額打ち間違いも減りました。
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ＡＩ-ＯＣＲ導入後　～自動チェック～

AIによる自動判定により、
人が確認しなければならない案件を絞り込む

OK！

NG

部署 経理（大連）

伝票
反映

上長
承認

確認

精査
AI判定

申請ﾃﾞｰﾀ
照合

Remota
へ連携

請求書
アップ
ロード

支払

True（自信あり）

AI正確性判定結果

支払金額が正しい
口座番号と一致

申請データとの照合結果

無

大連確認

有

False（自信なし） 全て 有

支払金額・口座番号
いずれか不一致

確認
不要

税抜金額＋税額＝税込金額

入力データと照合
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AI-OCR導入プロジェクト（POC⇒導入決定）
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２ヶ月で
導入決定



大連「照合」の平準化
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1500

2000

　　（これまで） 大連の代行入力＝締めまでに大連の入力完了が必須
　　（これから） 部署の入力後、そのまま確定可能

         →　大連の事後でのチェックに運用変更

前月分チェック

0

500

1000

（件）

１営業日 5 10 15 20

申請部署の締め時間変更
　　（旧）T13:00

↓

　　（新）T22:00（支払先追加入力なし）

平準化前の大連人数

締め後の閑散期に
後ろ倒しで実施

月次締



AI-OCR導入（2021年～）
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①ペーパレス
②現場工数削減
（過去パターン活用・請求書
情報OCR読取り）

③大連要員削減
　　（約６割減）



ＡＩ-ＯＣＲのさらなる活用

他システムへの展開
（領収書等の読み取り）

インボイス制度対応
（登録番号の読み取り）

税務事後チェックへの活用
（契約情報の読み取り）
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①読取り率≠100%
②検算できない請求書

取引先への展開が困難

AI-OCR導入（2021年～）



23



PEPPOL・AIによる自動化への期待
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①現場入力レス
②事後チェック廃止
③AIによる自動精査



ご清聴ありがとうございました
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